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Abstract: The purpose of this article is to examine the student survey we have conducted in July 2008 and give 
suggestions tn improve our English curriculum. Five hundred and seventy-one lower-division course students answered 
the questionnaire about their English classes, their aims of learning English, requests for their teachers, and the 
English-related abilities they consider themselves lacking. It was quantitatively analyzed with factor and multiple linear 
regression analyses. The results suggested that practicality-oriented students are more inclined to study out of class, 
while students who are indifferent to English or want to avoid it are less likely to study out of class and tend to find 
their textbooks difficult and boring. It also indicated that most other students who feel they need some kinds of basic 
vocabulary and proficiency are much more likely to find their class size ill-balanced and their textbooks difficult. As a 
result, we may suggest that we should reconsider the present track system and enhance our syllabi in tandem. 
1．はじめに 
静岡理工科大学では現在，必修の「英語1'2・3・4j 
と選択の f英語ワークショップ（Reading と Communication, 










3 学科クラスは General Science（南雲堂）を，総合情報学
部クラスは Information Technology (Oxford Univ. Pr.）を使用
し，二年次対象の「英語 3・4」に対しては 6名中 4名の
教員が担当するクラスで Guided Reading ノおよび Guided 















2. 1 調査対象 
静岡理工科大学 1年生358名,2年生259名を対象とし, 
各学年 10 クラスから有効解答者 571名（92.5%）のデー 
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タを得た。 	 とも言える。 
2. 2 質問項目 
2008 年 6'- 7 月に常勤 4 教員が, 担当クラスで予備的な
調査を実施し, その結果に基づく討議の上，その科目全体










2. 3 調査方法 
2008 年 7 月に, 担当の 7 教員が , 講義中に B4 一枚から
なる質問紙を配布して実施した。調査の所要時間はークラ






'--Table 3 に示す。 
3. 1 因子分析 
今後の英語の授業・学習についての質間 29 項目に対し
て, 主因子法による因子分析を実施した 2)。5 因子を仮定
して主因子法・Varimax 回転による因子分析を行い，十分
な因子負荷量を示さなかった 14 項目を分析から除外した
上で, 残りの 15 項目に対して, 再度主因子法・Varimax 
回転による因子分析を実施した。Varimax 回転後の最終的




Table 4 因子分析表 
項目内容 
留学や海外での生活 ，56 .07 .03 -.04 -.02 
外国人とのコ 	 ケーンョン 
海外旅行 ．50 .08 .05 .10 一．"3 
実際に英語を使う活動 
グループ・ワーク ．04 .73 .08 -.07 -.03 
ペア・ワーク .06 .67 .04 -.03 .04 
ゲーム（パズルやクイズ） .15 .40 .04 .01 -.03 
英文和訳 一．07 .02 .56 .08 一．05 
英作文 .19 .01 .52 .01 -.00 
段落・文章の内容の把握 .05 .11 .51 .07 .04 
文法 09 .02 .40 .17 .01 
日本語による文法の説 
明 .05 .01 .13 .87 ー，02 
日本語による指示・説明 -.00 ・．09 19 .52 一．03 
使う機会は全くない 一．29 .04 .03 .02 .86 
仕事 .25 .04 .01 .06 ー．40 
因子間相関 
I .09 .09 .01 ー．24 
II ー 一 06 -.03 .05 
III .  11 D5 
IV .01 
V 
第 I因子は 4 項目で構成されており，実用的な使用目
的や活動を望む項目が高い負荷量を示していた。そこで， 
「実用志向」因子と命名した。 
第 2 因子は 3 項目で構成されており, 学生が何らかの
活動に参加することに関わる質問項目が高い負荷量を示
していたので, 「参加型授業」因子と命名した。 
第 3 因子は 4 項目で構成されており , 読み書きに関わ
る基礎的な英語能力に関する質問項目が高い負荷量を示
していたことから, 「英語基礎能力」因子と命名した。 
第 4 因子は 2 項目で構成されており，教師が授業で日
本語を使用することを望む項目が高い負荷量を示してい
た。「日本語使用希望」因子と命名した。 







3. 2 重回帰分析 
各因子が授業に対する感想に与える影響を検討するた

















/3 /3 /3 /3 /3 
実用
志向 
-0,03 -0.02 0.06 0.00 O.14** 
参加型
授業 
0.07 0.09* -0.05 0.04 -0.07 
英語基礎
能力 
-0.02 1 0.09* 1 0.l4** 0.01 -0.03 
日本語 
使用希望 
0.10* 0.01 -0.07 0.02 -0.06 
英語忌避 -0.04 0.09* 1 0.1l＊ 一 0.l0* -0.lI** 


















4. 1 クラス編成法の改善 































的環境を整備した上で一ー全て 20 人程度に統一したクラ 
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下位クラスだけでも（もう 2 クラス程度増やして）20 人
以下の少人数クラスを用意すべきだと考える。 






















































































































て CALP (Cognitive Academic Language Proficiency) を養成
する必要があることと認めつつ,実用の機会が非常に少な
く,英語の必要性をあまり感じていない現状では，BにS 

































ニケ でン  
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育研究』Vol. 10: 67-87. など。 
小杉大輔（2008)「理工系大学生における学習動機・
授業中のつまずき・学習意欲の関連」『静岡理工科大




















ちょっとつまらない 3．ちょっと面白い 4. 面白
い） 
(5）授業以外で,週にどれぐらい英語を勉強していま
したか。(1ー テスト勉強以外はしていない 2. 30 分













の現在形・過去形や who・which ・ that などの使い分
け）(d） 英文和訳（e）英作文（D 段落・文章の内容の
把握（g）コミュニケーション（実際に英語を使う活
動）(h）英語圏の文化的背景（り英検・TOEに・TOEFL 
などの資格に役立つ知識・情報・テクニック 0）その
他（具体的に記述してください） 
3.英語の担当教員にもっと増やしてほしいと思うものは
次の内どれですか。 
(a）英語による指示・説明（b）視聴覚教材（写真や絵， 
ビデオなど）の利用（c） コンピュータを使った学習 
(d） 学生が発表する活動（C）ペア・ワーク（二人一
組での作業） (D グループ・ワーク（g）ゲーム（パ
ズルやクイズなど） (h）日本語による文法の説明（り
日本語による指示・説明 0）その他（具体的に記述し
てください） 
4，他に，今後の英語科目・担当教員に対する要望があれ
ば自由に書いてください。 
